
（１）第 120 号 く　ろ　が　ね 令和３年４月吉日

第36代 大隊長　神 ２佐  着任第36代 大隊長　神 ２佐  着任

第
 
代
大
隊
長  

齋
藤
２
佐
御
栄
転

35

　

令
和
３
年
３
月
12
日
、
駐
屯
地
西
体
育
館
に
お
い
て
、
第
35
代

大
隊
長　

齋
藤
２
佐
の
離
任
式
が
行
わ
れ
た
。

　

齋
藤
２
佐
は
「
万
事
作
戦
」「
雪
か
き
の
精
神
」
を
要
望
事
項

に
掲
げ
、
全
て
の
隊
務
は
目
的
に
寄
与
す
る
た
め
の
作
戦
と
し
て

遂
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
作
戦
は
一
人
で
は
実
行
で
き
る
も

の
で
は
な
く
、
作
戦
の
遂
行
に
当
た
っ
て
は
、
無
駄
な
こ
と
を
し

て
い
る
余
裕
は
な
い
こ
と
に
留
意
し
つ
つ
、
大
隊
が
一
丸
と
な
っ

て
、
か
つ
効
率
的
に
作
戦
を
遂
行
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。　
　

　

ま
た
、
雪
か
き
の
精
神
は
主
力
が
起
床
す
る
前
か
ら
実
施
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
仕
事
で
あ
り
、
考
え
方
に
よ
っ
て
は
割
に
あ

わ
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
だ
れ
か
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
仕
事
を
自
分
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
引
き
受
け
る
者
こ
そ
が
、

全
体
の
任
務
達
成
を
支
え
る
こ
と
を
大
前
提
に
お
き
、
各
種
作
戦

の
全
局
面
に
お
い
て
一
人
一
人
が
職
務
に
誇
り
を
持
ち
つ
つ
、
高

い
施
設
技
術
を
も
っ
て
任
務
を
遂
行
で
き
る
施
設
大
隊
を
育
成
し

大
隊
の
精
強
化
を
図
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
定
期
異
動
に
伴
い
統
合
幕
僚
監
部
（
市
ヶ
谷
）
に
御

栄
転
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
伝
統
あ
る
第
７
施
設
大
隊
長
と
し
て
上
番
す
る
に
際
し
、
誇
ら
し

く
光
栄
に
感
ず
る
一
方
、
そ
の
重
責
に
対
し
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
る
。

　

さ
て
、
昨
今
の
陸
上
自
衛
隊
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
益
々
厳
し
く
な
る

一
方
、
陸
上
自
衛
隊
に
対
す
る
国
民
か
ら
の
期
待
と
信
頼
は
引
き
続
き
高

い
こ
と
は
、
皆
の
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
着
任
に
あ
た
り
、
諸
官
ら
に
三
点
を
要
望
す
る
。

　

そ
の
一
つ
は
、「
目
的
志
向
」
で
あ
る
。
任
務
遂
行
に
際
し
、
常
に
そ
の

目
的
を
意
識
せ
よ
。「
何
の
た
め
に
、
や
る
の
か
」
を
常
に
考
え
て
任
務
に

向
き
合
う
こ
と
で
、
必
ず
や
適
切
な
行
動
や
手
段
を
導
き
出
す
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。

　

二
つ
目
は
、「
行
動
力
」
で
あ
る
。
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
考
え
も
、
実

行
し
な
け
れ
ば
結
果
も
出
ず
、
成
果
も
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
ず
は
、

行
動
に
移
し
て
ほ
し
い
。
や
ら
ず
に
後
悔
す
る
な
ら
、
失
敗
し
て
も
よ
い

か
ら
実
行
せ
よ
。
そ
の
よ
う
な
気
概
と
行
動
力
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

三
つ
目
は
、「
笑
顔
」
で
あ
る
。
我
々
の
任
務
は
、
過
酷
な
状
況
下
で
あ

る
こ
と
が
特
性
で
あ
る
が
、
だ
か
ら
こ
そ
、
常
に
笑
顔
を
心
が
け
て
ほ
し
い
。

笑
顔
の
効
用
は
、
自
分
自
身
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
す
る
と
と
も
に
、
仲
間
を

勇
気
付
け
る
。
ま
た
、
災
害
派
遣
等
の
実
任
務
に
お
い
て
は
、
被
災
者
等

を
元
気
付
け
る
笑
顔
を
備
え
た
隊
員
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
併
せ
て
、
笑
顔

の
溢
れ
る
活
気
あ
る
大
隊
の
雰
囲
気
作
り
に
留
意
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

以
上
、
三
点
を
要
望
し
た
が
、
私
は
皆
の
先
頭
に
立
ち
、
大
隊
の
任
務

遂
行
に
精
励
す
る
所
存
で
あ
る
。
共
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

令
和
３
年
３
月
15
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
７
施
設
大
隊
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
等
陸
佐　

神　
　
　

祐
一
郎

　
着
　
任
　
の
　
辞

（発　行）
７施大くろがね会

（編　集）
７施大第１係広報

TEL0123-23-5131（内2618）

【印刷所】
千歳印刷株式会社
千歳市錦町３丁目３番地
TEL0123-23-2229

大隊長要望事項
「目的志向」
「行動力」
「笑　顔」

神 ２ 佐 略 歴
Ｓ54.05.12生（41）
Ｈ15.03　幹部候補生学校入隊（03Ｂ）
　15.10　第９施設大隊　　　　　　　　　　　　
　22.03　第９施設大隊第１中隊中隊長
　26.08　幹部学校付（＃60ＣＧＳ学生）
　29.08　第５旅団司令部第３部防衛班長
　30.03　陸上幕僚幹部運用支援訓練部訓練課
Ｒ01.12　東北方面総監部防衛部訓練課訓練班長
　03.03　現　職



令和３年４月吉日 く　ろ　が　ね 第 120 号（２）

第36代
本部管理中隊長

　

大
隊
は
、
令
和
３
年
１
月
18
日
か
ら
22
日
ま
で
の
間
、
北
大

演
（
東
千
歳
地
区
）
に
お
い
て
、
令
和
２
年
度
大
隊
冬
季
集
中

訓
練
を
実
施
し
た
。

　

大
隊
計
画
訓
練
と
し
て
、
ス
キ
ー
行
進
、
偽
装
、
遭
難
者
発

生
時
に
お
け
る
行
動
及
び
応
急
ソ
リ
作
成
を
実
施
し
た
。

　

ス
キ
ー
行
進
で
は
、
昼
間
及
び
夜
間
の
曳
行
ス
キ
ー
を
実
施

し
ス
キ
ー
行
進
に
お
け
る
練
度
向
上
を
図
る
こ
と
が
出
来
た
。

又
、
偽
装
に
お
い
て
は
冬
季
に
お
け
る
夜
間
暗
視
装
置
の
効
果

を
確
認
し
偽
装
に
お
け
る
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

本
訓
練
を
通
じ
、
冬
季
に
お
け
る
戦
闘
の
基
礎
を
確
立
す
る

こ
と
が
出
来
た
。

　

大
隊
は
、
令
和
３
年
２
月
８
日
と
９
日
、
北
海
道
大
演
習
場

東
千
歳
地
区
師
団
ス
キ
ー
コ
ー
ス
に
お
い
て
、
令
和
２
年
度
大

隊
冬
季
戦
技
競
技
会
を
実
施
し
た
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
も
あ
り
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
各
中
隊
は
少
な

い
練
成
時
間
を
有
効
に
活
用
し
て
競
技
会
に
臨
ん
だ
。
各
隊
員

は
中
隊
の
栄
光
の
た
め
に
力
の
限
り
奮
闘
し
た
結
果
、
本
年
度

は
第
１
中
隊
が
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
。

第１係主任
２等陸尉　佐々木大祐

第２係主任
１等陸尉　小野　悠紀

１等陸尉
髙  野　磨  久

雪崩トランシーバでの
捜索要領

総合優勝　第１中隊 佐藤２曹を引っ張る
岩城２曹

力強くスタート 吹雪の中スタートした事前走

３型スキーを利用した
応急ソリの作成

陸士の部優勝
２中隊　久保士長

陸士の部も力走 応援の中の力走 山口会長による激励

雪崩遭難者の
プローブでの捜索

夜間の曳行スキー行進

かんじきでの行進

夜間の偽装効果の検証

応急雪洞の構築

星２尉による座学

Ｈ15. 4	 入隊　
	 10施設群（船岡）
　15. 9	 ６施設大隊（神町）
　27. 3	 ３尉任官
　28. 8	 教育支援施設隊（滝ケ原）
Ｒ 1. 8	 ７施設大隊第１係総務幹部 
　 2. 3	 ３係連絡幹部
　 2. 8	 ３係運用訓練幹部
　 3. 3	 現職

Ｈ 9. 3	 入隊　
	 10施設群（船岡）
　 9. 7	 11施設群（福島）
　 9. 9	 330施設中隊（福島）
　23. 8	 東北方面混成団本部（仙台）
　25. 3	 10施設群（船岡）
　26. 3	 ３尉任官
　27. 3	 ６施設群（鯖江）
Ｒ 2. 3	 ７施設大隊第１係主任 
　 3. 3	 現職

Ｈ13. 3	 少年工科学校（武山）　
　16.11	 ６施設大隊付（神町）
　26. 3	 ３尉任官
　27. 3	 104施設器材隊（船岡）
　30. 8	 ２施設団（船岡） 
Ｒ 3. 3	 現職

中堅幹部として精進し、

大隊へ貢献します。

「 誰かのために、
何かのために」

「一日一笑」

この度、第２係主任に上番しました

小野1尉です。第７施設大隊の

更なる精強化のため、尽力致します。

よろしくお願いします。

上番にあたり一言

要  望  事  項

上番にあたり一言

新
着
任
幕
僚
紹
介

新
着
任
中
隊
長
紹
介

令
和
２
年
度

大
隊
冬
季
集
中
訓
練

令
和
２
年
度

大
隊
冬
季
戦
技
競
技
会



（３）第 120 号 く　ろ　が　ね 令和３年４月吉日

  

く
ろ
が
ね
会 

会
長
交
代

く
ろ
が
ね
会
パー
ク
ゴ
ル
フ
同
好
会

大  隊  創  隊  65  周  年  記  念

　

く
ろ
が
ね
会
員
の
皆
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
脅
威
が
続
く
中
、
不
安
な
日
々
を

過
ご
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

私　

儀

　

こ
の
度
、
前
任
の
山
口
会
長
の
後
を
受
け
、
会
長
職
就
任
へ
の
ご
承
認
を
い
た

だ
き
ま
し
た
内
之
段
で
す
。

　

未
だ
現
職
の
身
で
あ
り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
母
隊
で
育
て
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
想
い
を
は
せ
、
恩
返
し
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
つ
も
り
で
務
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
本
会
の
目
的
は
「
会
員
相
互
の
親
睦
と
団
結
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

母
隊
で
あ
る
第
７
施
設
大
隊
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
」
こ
と
に
あ
り
ま
す
が
、

残
念
な
が
ら
昨
年
は
一
堂
に
会
し
て
の
会
合
や
懇
親
の
場
を
設
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

令
和
３
年
度
事
業
計
画
を
審
議
す
る
際
に
お
き
ま
し
て
も
、
総
会
と
懇
親
会
を

中
止
す
る
判
断
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
同
好
会
と
母
隊
へ
の
助
成
は
継
続
し
て
い
き
ま
す
が
、
新
年
交

礼
会
は
事
業
計
画
か
ら
削
除
し
、
観
楓
会
に
つ
き
ま
し
て
も
、
８
月
下
旬
の
役
員

会
で
実
施
の
可
否
を
改
め
て
判
断
す
る
予
定
で
す
。

　

何
れ
に
し
ま
し
て
も
、「
命
を
守
る
」
と
い
う
視
点
で
判
断
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、「
マ
ス
ク
、
う
が
い
、
手
洗
い
」
を
確
行
さ
れ
、

特
に
飲
食
の
場
に
お
け
る
密
の
中
に
入
ら
な
い
よ
う
留
意
さ
れ
て
、
自
ら
の
命
を

守
る
こ
と
に
心
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
部
隊
に
お
か
れ
て
は
、
昨
年
度
は
創
隊
65
周
年
を
迎
え
ら
れ
、
歴
史
と

伝
統
を
着
実
に
築
か
れ
て
い
る
と
の
こ
と
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
年
度
は
新
し
く
神
２
佐
を
大
隊
長
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
隊
務
を
運
営
さ
れ
る
と

の
こ
と
で
す
の
で
、
新
風
を
受
け
、
益
々
ご
発
展
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
年
度
は
５
名
の
方
が
定
年
退
官
を
迎
え
ら
れ
る
と
伺
い
ま
し
た
。

永
年
の
勤
務
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
当
会
へ
ご
入
会
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
隊
は
、
令
和
３
年
１
月
12
日
、
創
隊
60
周
年
記
念
で
埋
設
し
た

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
発
掘
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、
大
々
的
に
は
実
施
し
な
か
っ
た
が
、

後
日
、
内
容
品
を
展
示
し
、
昔
を
懐
か
し
み
、
大
隊
の
歴
史
を
振
り

返
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

桜
の
便
り
が
聞
か
れ
る
今
日
こ
の
頃
、
同
好
会
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
同
好
会
の
活

動
に
対
し
ご
協
力
い
た
だ
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
「
く
ろ
が
ね
会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
同
好
会
」

月
例
会
等
を
、
左
記
表
の
と
お
り
の
日
程
で
開
催
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
何
か
と
ご
多
忙
と
は
存
じ

ま
す
が
万
障
繰
り
合
わ
せ
の
上
、
多
数
の
会
員
皆
様
方

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

尚
、
７
月
以
降
に
つ
い
て
は
、
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
プ
レ
ー
終
了
後
に
変
更
が
あ
れ
ば
次
回

の
開
催
日
・
場
所
を
連
絡
し
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

幹
事
長　

相　

川　
　
　

元

くろがね会パークゴルフ同好会　月例会日程

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回

開 催 日 ５月30日 ６月27日 ７月25日 ８月29日 ９月26日 10月24日

場　　所 つばさ アンカ
レ　ジ 遺　跡 遺　跡 アンカ

レ　ジ つばさ

受　　付 ９時30分

開始時間 10時00分

発
掘

新 

く
ろ
が
ね
会 

会
長
　

内
之
段
　
道
　
夫

新型コロナウイルス感染予防と
して記念品は、マスクを２種類
作成しました。

大隊創隊65周年記念品

昔を懐かしむ最先任上級曹長ベッキーも色々ありましたみんな若いです

タイムカプセルを掘り起こす
１係佐藤 2曹

27年度持続走優勝の４中隊ワインも熟成されました
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【
師
団
長
表
彰
】

　

第
３
級
賞
詞
（
業
務
改
善
・
発
明
考
案
）

　
　

大
隊
本
部　

２
等
陸
佐　

齋
藤　
　

崇

　
　
　
　
　
（
令
和
３
年
３
月
12
日
付
）

　
　

同　
　
　
　

１
等
陸
尉　

髙
野　

磨
久

　
　
　
　
　
　
（
令
和
３
年
３
月
11
日
付
）

　

第
３
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

　
　

大
隊
本
部　

１
等
陸
尉　

中
村　

憲
人

　
　

本
管
中
隊　

１
等
陸
尉　

岸
川　

徹
男

　
　
　
　
　
　
（
令
和
３
年
３
月
11
日
付
）

　

第
４
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

　
　

大
隊
本
部　

２
等
陸
尉　

大
矢
根　

優

　
　
　
　
　
　
（
令
和
３
年
１
月
20
日
付
）

【
大
隊
長
表
彰
】

　

第
４
級
賞
詞
（
５
万
キ
ロ
無
事
故
走
行
）

　
　

本
管
中
隊　

１
等
陸
曹　

舟
山　

正
晴

　
　

第
３
中
隊　

３
等
陸
曹　

山
﨑　

大
輔

　

第
４
級
賞
詞
（
業
務
改
善
・
発
明
考
案
）

　
　

第
４
中
隊　

２
等
陸
尉　

小
山　

博
史

　
　

本
管
中
隊　

１
等
陸
曹　

梶
原
さ
お
り

　
　

同　
　
　
　

２
等
陸
曹　

小
松
原
明
彦

　
　

同　
　
　
　

２
曹
陸
曹　

鈴
木　

洋
史

　
　

第
１
中
隊　

３
等
陸
曹　

笹
谷　

勝
信

　

第
４
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

　
　

第
２
中
隊　

２
等
陸
尉　

田
中　

賢
樹

　
　

第
４
中
隊　

２
等
陸
尉　

須
藤　

勇
樹

　
　

第
１
中
隊　

２
等
陸
尉　

瀨
戸　

祐
介

　
　

本
管
中
隊　

陸 

曹 

長　

古
川　

洋
平

　
　

第
４
中
隊　

２
等
陸
曹　

大
崎　

晴
志

　
　

第
１
中
隊　

２
等
陸
曹　

山
本　

公
平

　
　

第
３
中
隊　

２
等
陸
曹　

池
田　

景
祐

　
　

第
２
中
隊　

２
等
陸
曹　

池
本　

賢
樹

　
　

本
管
中
隊　

２
等
陸
曹　

佐
藤　

侑
哉

　
　

第
１
中
隊　

３
等
陸
曹　

河
淵　

哲
士

　

第
５
級
賞
詞
（
業
務
改
善
・
発
明
考
案
）

　
　

本
管
中
隊　

１
等
陸
曹　

中
島　

祐
司

　
　

同　
　
　
　

２
等
陸
曹　

小
山　

早
希

　

第
５
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

　
　

第
３
中
隊　

３
等
陸
尉　

葛
西　

優
歩

　
　

第
２
中
隊　

３
等
陸
曹　

西
山　
　

満

　
　
　
　
　
　
（
令
和
３
年
３
月
11
日
付
）

北
部
方
面
総
監
賞

　

第
１
３
８
期
陸
曹
候
補
生
課
程

　
　

第
３
中
隊　

陸
士
長　

杉
浦　

寛
幸

統
合
幕
僚
監
部
（
市
ヶ
谷
）
へ

　
　

大
隊
本
部　

２
等
陸
佐　

齋
藤　
　

崇

第
４
施
設
大
隊
（
大
村
）
へ

　
　

本
管
中
隊　

１
等
陸
尉　

岸
川　

徹
男

第
12
施
設
隊
（
新
町
）
へ

　
　

第
４
中
隊　

２
等
陸
尉　

小
山　

博
史

第
71
戦
車
連
隊
（
北
千
歳
）
へ

　
　

大
隊
本
部　

２
等
陸
尉　

伊
比　

勇
人

第
11
普
通
科
連
隊
（
東
千
歳
）
へ

　
　

第
４
中
隊　

２
等
陸
尉　

須
藤　

優
樹

北
部
方
面
総
監
部
付
隊
（
札
幌
）
へ

　
　

本
管
中
隊　

陸 

曹 

長　

古
川　

洋
平

東
千
歳
駐
屯
地
業
務
隊
（
東
千
歳
）
へ

　
　

本
管
中
隊　

１
等
陸
曹　

梶
原
さ
お
り

東
千
歳
駐
屯
地
業
務
隊
（
東
千
歳
）
へ

　
　

本
管
中
隊　

１
等
陸
曹　

中
川　

英
次

第
１
２
２
地
区
警
務
隊
（
東
千
歳
）
へ

　
　

本
管
中
隊　

１
等
陸
曹　

中
島　

祐
司

関
東
補
給
処
（
古
河
）
へ

　
　

本
管
中
隊　

２
等
陸
曹　

小
松
原
明
彦

第
２
施
設
大
隊
（
旭
川
）
へ

　
　

第
４
中
隊　

２
等
陸
曹　

髙
橋　

康
夫

第
28
普
通
科
連
隊
（
函
館
）
へ

　
　

本
管
中
隊　

２
等
陸
曹　

結
城　

啓
太

第
11
施
設
群
（
秋
田
）
へ

　
　

本
管
中
隊　

２
等
陸
曹　

鈴
木　

洋
史

教
育
支
援
施
設
隊
（
滝
ケ
原
）
へ

　
　

第
３
中
隊　

２
等
陸
曹　

金
子　

知
弘

女
性
自
衛
官
教
育
隊
（
朝
霞
）
へ

　
　

本
管
中
隊　

２
等
陸
曹　

小
山　

早
希

第
９
施
設
大
隊
（
八
戸
）
へ

　
　

第
４
中
隊　

２
等
陸
曹　

佐
々
木　

豊

第
10
施
設
群
（
船
岡
）
へ

　
　

第
３
中
隊　

２
等
陸
曹　

池
田　

景
祐

米
子
駐
屯
地
業
務
隊
（
米
子
）
へ

　
　

第
２
中
隊　

２
等
陸
曹　

池
本　

賢
樹

第
３
０
１
水
際
障
害
中
隊
（
船
岡
）
へ

　
　

第
３
中
隊　

３
等
陸
曹　

佐
藤　

陽
亮

第
７
施
設
群
（
大
久
保
）
へ

　
　

第
１
中
隊　

３
等
陸
曹　

笹
谷　

勝
信

第
４
施
設
群
（
座
間
）
へ

　
　

第
２
中
隊　

３
等
陸
曹　

野
澤　

一
成

第
10
施
設
大
隊
（
春
日
井
）
へ

　
　

第
２
中
隊　

３
等
陸
曹　

西
山　
　

満

第
28
普
通
科
連
隊
（
函
館
）
へ

　
　

本
管
中
隊　

陸
士
長　

澤
田
美
沙
希

　
　
　
　
　
（
令
和
３
年
３
月
15
日
付
）　

東
北
方
面
総
監
部
防
衛
部
（
仙
台
）
か
ら

　

大
隊
本
部
へ　

２
等
陸
佐　

神　

祐
一
郎

第
１
０
４
施
設
器
材
隊
（
船
岡
）
か
ら

　

大
隊
本
部
へ　

１
等
陸
尉　

小
野　

悠
紀

第
11
普
通
科
連
隊
（
東
千
歳
）
か
ら

　

大
隊
本
部
へ　

２
等
陸
尉　

有
川　
　

毅

第
71
戦
車
連
隊
（
北
千
歳
）
か
ら

　

第
４
中
隊
へ　

２
等
陸
尉　

田
所　
　

清

札
幌
地
方
協
力
本
部
（
真
駒
内
）
か
ら

　

本
管
中
隊
へ　

陸 

曹 

長　

山
岸　
　

直

冬
季
戦
技
教
育
隊
（
真
駒
内
）
か
ら

　

第
４
中
隊
へ　

陸 

曹 

長　

境　
　

伸
隆

東
部
方
面
総
監
部
付
隊
（
朝
霞
）
か
ら

　

第
１
中
隊
へ　

陸 

曹 

長　

石
﨑　

悠
也

第
７
後
方
支
援
連
隊
（
東
千
歳
）
か
ら

　

本
管
中
隊
へ　

１
等
陸
曹　

増
井　

幸
一

第
12
旅
団
司
令
部
付
隊
（
相
馬
原
）
か
ら

　

第
１
中
隊
へ　

１
等
陸
曹　

宮
﨑　

津
志

第
２
施
設
大
隊
（
旭
川
）
か
ら

　

第
３
中
隊
へ　

１
等
陸
曹　

江
口　
　

猛

　
　
　
　
　
　
（
令
和
３
年
３
月
15
日
付
）

防
衛
大
学
校
（
横
須
賀
）
か
ら

　

本
管
中
隊
へ　

２
等
陸
尉　

野
市　

眞
子

　
　
　
　
　
　
（
令
和
３
年
３
月
23
日
付
）

【
３
任
期
】

　

第
４
中
隊　

陸 

士 

長　

柴
村　

竜
文

　

同　
　
　
　

陸 

士 

長　

和
知　

春
樹

（
令
和
３
年
３
月
28
日
付
）

【
２
任
期
】

　

第
３
中
隊　

陸 

士 

長　

永
田　

大
輔

　
　
　
　
　
（
令
和
３
年
３
月
30
日
付
）

【
１
任
期
】

　

第
４
中
隊　

陸 

士 

長　

前
田　

悠
也

　
　
　
　
　
（
令
和
３
年
３
月
27
日
付
）

こ
ん
に
ち
は

あ
か
ち
ゃ
ん

  

令
和
３
年
度
前
期

定
年
退
官
予
定
者

本管中隊 陸曹長　

太  田　利  博
令和３年６月27日予定

本管中隊 １等陸曹

増 井　幸 一
令和３年７月４日予定

任
期
満
了
退
職

取扱代理店

防 衛 省　　　団 体 傷 害 保 険
＜総合賠償型・親介護補償型（特約）オプション＞

＜団体長期障害所得補償保険「長期所得安心くん」略称：GLTD＞

＜お見積・資料請求 http://webby.aflac.co.jp/bouei/＞

職 員
家 族

防 衛 省 　 　 　 　 が ん 保 険共 済 組 合
団 体 取 扱

防 衛 省 　 　 　 　 火 災 保 険共 済 組 合
団 体 取 扱

防 衛 省 退 職 後 団 体 傷 害 保 険

●その他各種の損害保険

詳しくは、下記の東千歳駐屯地保険常駐員にご相談ください。
東千歳駐屯地東厚生センター（内線 4766）渡辺・奥山・髙橋まで

弘済企業株式会社

施工品質日本一！全国工務店グランプリ二度目の１位受賞

プロ集団の総合力。わたしたちがご案内します。
2018年
2015年

千歳基地OB
守谷敏弘

南恵庭OB
吉岡美人

千歳基地出身
小久保和人

東千歳OB
小松正尚

千歳基地出身
宮田　隼

千歳基地出身
中村亮介

北千歳OB
富田弘志

066-0028

表
　
　
　
彰

　
転
　
　
出

　
転
　
　
入

人
　
　
事
　
　
往
　
　
来

褒
　
　
　
章

第４中隊・本管中隊
山根２曹・山根３曹

旭 陽 ちゃん
（３月２日生まれ）

本管中隊　藤井２曹

海 斗 くん
（２月15日生まれ）

大
隊
一
丸
と
な
っ
て

　
　

益
々
の
発
展
を

　
　
　
　

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

第
７
施
設
大
隊
く
ろ
が
ね
会
一
同

く
ろ
が
ね
会
・
隊
員
・
御
家
族
の　

　

御
発
展
と
御
健
勝
を

　
　
　
　
　

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

第
７
施
設
大
隊
修
親
会
・
曹
友
会

情
報
募
集
中

自
衛
官
採
用
年
齢
上
限
が
、

32
歳
に
な
り
ま
し
た
。

　
親
類
縁
者
や
ご
友
人
等
で
、
自
衛

隊
に
入
隊·

入
学
、
再
任
用
を
希
望
す

る
方
又
は
自
衛
隊
に
関
心
が
あ
り
応

募
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方

は
い
ま
せ
ん
か
？

　
既
知
の
隊
員
を
通
し
て
、
又
は
第

１
係　
援
護·

広
報
担
当
ま
で
連
絡
お

願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

第
７
施
設
大
隊
第
一
係  

援
護·

広
報

　

  　
電
話
番
号

　
　
０
１
２
３

−

２
３

−

５
１
３
１

　
　
　
　
（
内
線 

２
６
１
８
）

　

く
ろ
が
ね
会
会
員　

　
　

長
谷
川　

義
春
氏
は

　
　
　

令
和
３
年
４
月
１
日
に

　
　
　
　
　
　
　

逝
去
さ
れ
ま
し
た　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

享
年
88
歳

　

大
隊
Ｏ
Ｂ　

中
武　

保
氏
は

　
　

令
和
３
年
３
月
28
日
に

　
　
　
　
　
　
　

逝
去
さ
れ
ま
し
た　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

享
年
78
歳

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を

　
　
　

お
祈
り
い
た
し
ま
す

よ
う
こ
そ

　
　

第
７
施
設
大
隊
へ

大
隊
勤
務

　

お
疲
れ
様
で
し
た

益
々
の
ご
活
躍
を

　
　

ご
祈
念
い
た
し
ま
す

　
訃
　
　
報
　




